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どんどん行こう！どんどん行こう！
まちのおそうじまちのおそうじ

ゴ
ミ
は
ど
こ
？

ゴ
ミ
は
ど
こ
？



今 月 の 表 紙

目 次

2 0 2 3 年
（令和 5 年 ）

NO.212

とうやこ
11月Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

読書の家から
地域おこし協力隊通信

20

24 spotlight

LAKE TIMES
東奔西走／今月のワンショット

洞爺湖の「今」を伝える

14 お知らせ
気象台からのお知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

世界へ発信！２つのユネスコ遺産22

イベントカレンダー23

さわやかだより
大腸がんを予防しましょう！

19

12 まちのわだい

　桜ヶ丘保育所の清掃活動が
行われました。当日は近隣住
民に加え、英国ボランティア
青年も参加。世代や国籍を超
えた協力が集まり、子どもた
ちは元気いっぱいにごみを拾
い集めていました。

鹿俣　美月ちゃん                  
　　   （みつき）

智裕さん・ともよさん
８月１日生　入１区

男 ………………………… 3,761人
女 ………………………… 4,376人
計 ………………………… 8,137人
世帯 …………………… 4,814世帯

（－11）
（－ 1）
（－12）
（±０）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜９月30日現在＞

あぶた福祉会21

令和４年度決算の概要
まちの家計簿

6

みんなで目指そう！洞爺湖町の脱炭素社会18

広報とうやこ　2023 年 11 月 2

３ 令和５年度
洞爺湖町表彰式
第14回洞爺湖町高齢者運動会開催！

おめでとう100 歳

眞屋マサヱさん(入１区)が10月20日、100歳の
誕生日を迎えました。下道町長が27日に眞屋さん
の自宅を訪問し、お祝い金と花束を贈呈、長寿を
祝福しました。

眞屋マサヱさん

令和４年度介護保険の状況11

10 シリーズ行革！
次世代に負担を残さない！どうする？洞爺湖町！



貢
献
表
彰

功
労
表
彰

▽
髙
谷
隆
介
さ
ん
（
70
歳
）

▽
夏
目
與
市
さ
ん
（
86
歳
）平

成
17

年
か
ら
令

和
5
年
ま

で
の
18
年

の
永
き
に
わ
た
り
洞
爺
湖
町
自
治

会
連
合
会
役
員
と
し
て
、
自
治
会

連
合
会
の
運
営
及
び
地
域
振
興
活

動
に
積
極
的
に
参
画
し
自
治
会
活

動
の
推
進
と
活
性
化
に
努
め
ら

れ
、
地
域
自
治
の
進
展
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
顕

著
で
あ
る
。

昭
和
62
年
か
ら
令
和
5
年
ま
で

の
36
年
の
永
き
に
わ
た
り
洞
爺
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
と
し
て
幾

多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一
線

に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害
か

ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
等

の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、
そ

の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

▽
竹
迫
正
子
さ
ん
（
75
歳
）12

年
の

永
き
に
わ

た
り
民
生

委
員
児
童

▽
増
田
温
子
さ
ん
（
68
歳
）

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し
て
、
低
所
得
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
独
居
老
人

世
帯
等
の
援
助
と
更
生
に
努
め
る

な
ど
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
て
い
る
。

委
員
と
し
て
、
低
所
得
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
、
独
居
老
人
世
帯
等
の

援
助
と
更
生
に
努
め
る
な
ど
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

▽
齊
藤
実
代
子
さ
ん
（
66
歳
）

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し
て
、
低
所
得
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
独
居
老
人

世
帯
等
の
援
助
と
更
生
に
努
め
る

な
ど
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
て
い
る
。

▽
結
城
眞
利
子
さ
ん
（
76
歳
）

12
年
の

永
き
に
わ

た
り
民
生

委
員
児
童

委
員
と
し
て
、
低
所
得
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
、
独
居
老
人
世
帯
等
の

援
助
と
更
生
に
努
め
る
な
ど
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

▽
五
十
嵐
優
子
さ
ん
（
70
歳
）

16
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、
町
内
の
自

由
人
権
思
想
に
関
す
る
啓
も
う
及

び
宣
伝
又
は
人
権
擁
護
運
動
の
助

長
に
努
め
る
な
ど
民
生
安
定
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

▽
稲
實
邦
章
さ
ん
（
65
歳
）12

年
の

永
き
に
わ

た
り
民
生

委
員
児
童

委
員
と
し
て
、
低
所
得
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
、
独
居
老
人
世
帯
等
の

援
助
と
更
生
に
努
め
る
な
ど
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

▽
ア
プ
タ
・
フ
レ
ナ
イ
の
会

▽
神
馬
廣
子
さ
ん
（
71
歳
）10

年
以

上
の
永
き

に
わ
た
り

ア
プ
タ
・

フ
レ
ナ
イ
の
会
役
員
と
し
て
、
縄

文
文
化
活
動
に
積
極
的
に
参
画
さ

れ
る
な
ど
、
文
化
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。
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20
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
縄

文
遺
跡
「
入
江
・
高
砂
貝
塚
」
を

通
し
て
縄
文
文
化
の
継
承
活
動
に

努
め
、
縄
文
講
演
会
や
縄
文
体
験

事
業
を
開
催
す
る
な
ど
、
町
事
業

に
積
極
的
に
参
画
し
、
文
化
振
興

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

▽
菅
原
輝
子
さ
ん
（
76
歳
）

10
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
ア

プ
タ
・
フ
レ
ナ
イ
の
会
に
所
属
し

て
、
縄
文
文
化
活
動
に
積
極
的
に

参
画
さ
れ
る
な
ど
、
文
化
振
興
に

▽
塩
田
満
さ
ん
（
65
歳
）

10
年
以

上
の
永
き

に
わ
た
り

曙
獅
子
舞

保
存
会
の
役
員
と
し
て
、
獅
子
舞

の
保
存
と
承
継
に
寄
与
し
、
町
の

文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

令和5年度 洞爺湖町表彰式
令和 5年度洞爺湖町表彰式が、11月３日の文化の日に、洞爺湖町役場防災研修ホールで行われました。
　今年は、功労表彰 3人、貢献表彰 2団体 18人、善行表彰２人が選ばれました。その他、在住 50年で
70歳以上の 89人へ感謝状が贈られました。
　地方自治、社会福祉、産業経済、教育文化、その他の町政発展に寄与した方々が表彰されました。（順不同）

▽
立
野
広
志
さ
ん
（
66
歳
）昭

和
62

年
か
ら
令

和
5
年
ま

で
、
9
期

36
年
の
永
き
に
わ
た
り
旧
虻
田
町

議
会
議
員
、
洞
爺
湖
町
議
会
議
員

と
し
て
町
政
に
参
画
さ
れ
、
そ
の

間
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

議
会
広
報
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
し
、
本
町
の
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
そ
の

功
績
は
顕
著
で
あ
る
。



善
行
表
彰

●
寄
附

▽
若
狭
高
司
さ
ん

金
品
の
寄
附

▽
多
田
憲
之
さ
ん

金
品
の
寄
附

感
謝
状

▽
伊
藤
善
廣
さ
ん
（
68
歳
）

▽
菊
地
英
喜
さ
ん
（
68
歳
）

20
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
街
頭
指

導
及
び
地
域
の
交
通
安
全
行
事
に

率
先
し
て
取
組
む
な
ど
交
通
安
全

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

▽
藤
川
英
典
さ
ん
（
80
歳
）

▽
藤
盛
重
晴
さ
ん
（
79
歳
）12

年
の

永
き
に
わ

た
り
社
会

福
祉
協
議

会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
送
迎
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
献
身
的
に
活
動

し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

と
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

▽
中
田
敏
之
さ
ん
（
78
歳
）

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
社
会
福

祉
協
議
会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
送
迎
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
献
身
的
に

活
動
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

▽
加
藤
千
津
子
さ
ん
（
68
歳
）

12
年
の

永
き
に
わ

た
り
社
会

福
祉
協
議

会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

献
身
的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

●
寄
附

▽
日
機
装
株
式
会
社
ヘ
ル
ス
ケ
ア

事
業
執
行
役
員
渡
辺
恭
介
さ
ん

学
校
や
保
育
所
な
ど
の
公
共
施

設
の
除
菌
対
策
の
た
め
、
空
間
除

菌
消
臭
装
置
1
0
0
台
を
寄
附
。
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て
い
る
。

▽
矢
野
春
美
さ
ん
（
66
歳
）

▽
大
西
奈
穂
美
さ
ん
（
64
歳
）

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
社
会
福

祉
協
議
会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
食
事
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献
身
的
に
活

動
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

10
年
の

永
き
に
わ

た
り
社
会

福
祉
協
議

会
ふ
れ
愛
交
流
会
送
迎
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
献
身
的
に
活
動

し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

と
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

14
年
の

永
き
に
わ

た
り
社
会

福
祉
協
議

会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

献
身
的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

15
年
以

上
の
永
き

に
わ
た
り

洞
爺
湖
町

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

▽
富
山
む
つ
子
さ
ん
（
75
歳
）

10
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
ア

プ
タ
・
フ
レ
ナ
イ
の
会
役
員
と
し

て
、
縄
文
文
化
活
動
に
積
極
的
に

参
画
さ
れ
る
な
ど
、
文
化
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

町
内
に
50
年
以
上
在
住
し
、
70

歳
以
上
の
方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
虻
田
１
区

▽
菅
原
輝
子
さ
ん

▽
吉
田
清
正
さ
ん

▽
吉
田
幸
子
さ
ん

▽
佐
々
木
五
十
男
さ
ん

▽
山
平
隆
一
さ
ん

▽
樂
木
浩
さ
ん

■
虻
田
２
区

▽
小
鷹
敬
子
さ
ん

▽
田
所
政
志
さ
ん

▽
田
中
英
雄
さ
ん

▽
田
中
節
子
さ
ん

■
虻
田
3
区

▽
今
野
弘
一
さ
ん

■
虻
田
4
区

▽
野
呂
幸
子
さ
ん

▽
片
桐
勝
實
さ
ん

▽
原
田
寛
子
さ
ん

▽
菊
地
幸
子
さ
ん

■
虻
田
５
区

▽
北
構
初
江
さ
ん

▽
藤
原
克
美
さ
ん

▽
北
野
ヨ
シ
さ
ん

▽
上
里
末
子
さ
ん

▽
福
原
孝
さ
ん

▽
福
原
孝
子
さ
ん

■
虻
田
６
区

▽
鶴
川
孝
敏
さ
ん

▽
奥
本
勝
さ
ん

▽
岡
崎
豊
さ
ん

▽
岡
崎
英
子
さ
ん

▽
小
齋
豊
さ
ん

▽
今
本
晴
男
さ
ん

■
虻
田
７
区

▽
浮
田
良
子
さ
ん

■
虻
田
８
区

▽
篠
原
清
さ
ん

▽
大
友
靖
子
さ
ん

▽
山
田
誠
さ
ん

▽
山
田
美
智
子
さ
ん

▽
松

隆
さ
ん

■
か
っ
こ
う
台

▽
齊
藤
智
津
子
さ
ん

▽
土
屋
正
征
さ
ん

▽
土
屋
喜
美
子
さ
ん

■
青
葉
1
区

▽
野
坂
絢
さ
ん

■
青
葉
2
区

▽
風
間
留
雄
さ
ん

▽
大
友
英
雄
さ
ん

▽
大
友
八
重
子
さ
ん

▽
萩
原
伸
一
さ
ん

■
入
江
１
区

▽
大
野
和
道
さ
ん

▽
日
沼
利
彦
さ
ん

𠩤

丁
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洞爺湖町高齢者運動会開催！洞爺湖町高齢者運動会開催！洞爺湖町高齢者運動会開催！
第14回

　14回洞爺湖町高齢者運動会が 10月 16日、あぶ
　　た体育館で行われました。
　新型コロナウイルスの影響により、４年ぶりの開催
となった今回は約 100人が参加。４チームに分かれ、
５種目で競いました。
　最初の種目は「バケツリレー」。チームごとに息を
合わせてバケツをゴールへと運び、接戦を繰り広げま

した。
　続いて行われた「紅白玉入れ」では、相手チームよ
り１個でも多く放り込もうと、かごの周りにはたくさ
んの玉が飛び交いました。
　他にも「大勝負リレー」、「〇×クイズ」で盛り上がり、
「洞爺湖音頭」で終了。気持ちよく体を動かした後は、
お互いの健闘をたたえ合いました。

第

バケツリレー 紅白玉入れ 大勝負リレー

▽
日
沼
映
子
さ
ん

▽
谷
口
幸
さ
ん

▽
黒
川
結
子
さ
ん

▽
大
友
明
さ
ん

▽
森
糸
静
子
さ
ん

▽
林
良
子
さ
ん

■
入
江
３
区

▽
磯
辺
栄
蔵
さ
ん

■
入
江
４
区

▽
影
浦
ふ
み
さ
ん

▽
山
口
康
子
さ
ん

▽
會
田
幸
子
さ
ん

▽
粕
谷
徹
子
さ
ん

▽
下

美
木
子
さ
ん

▽
米
内
山
タ
ミ
子
さ
ん

▽
篠
原
喬
子
さ
ん

■
泉
区

▽
山
田
ナ
ミ
さ
ん

▽
佐
藤
幸
子
さ
ん

▽
野
呂
正
志
さ
ん

▽
野
呂
き
み
子
さ
ん

▽
渡
辺
勝
太
郎
さ
ん

■
清
水
区

▽
齊
木
均
さ
ん

▽
齊
木
シ
ゲ
子
さ
ん

▽
砂
田
正
弘
さ
ん

▽
砂
田
幸
子
さ
ん

▽
鈴
木
泰
夫
さ
ん

■
月
浦

▽
髙
橋
み
す
ゑ
さ
ん

■
花
和
区

▽
石
井
日
出
男
さ
ん

▽
石
井
淑
子
さ
ん

▽
大
和
久
子
さ
ん

■
温
泉
２
区

▽
横
山
一
義
さ
ん

▽
横
山
秀
子
さ
ん

■
温
泉
８
区

▽
辻
す
み
子
さ
ん

▽
山
下
幸
子
さ
ん

▽
篠
原
一
さ
ん

▽
菊
池
典
男
さ
ん

■
洞
爺
第
４

▽
中
村
弘
子
さ
ん

■
洞
爺
第
6

▽
堤
敬
子
さ
ん

■
美
沢
東

▽
田
林
義
弘
さ
ん

▽
田
林
桺
子
さ
ん

■
曙

▽
木
村
郁
子
さ
ん

▽
千
葉
美
惠
子
さ
ん

■
大
原

▽
安
達
通
子
さ
ん

■
成
香

▽
木
須
信
勝
さ
ん

▽
増
田
清
晴
さ
ん

▽
岩
﨑
伸
道
さ
ん

▽
菊
地
澄
子
さ
ん

▽
増
田
靜
江
さ
ん

舎官
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■
町
税

11
億
８
４
６
４
万
円

主
な
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は

町
民
税
が
３・８
％
増
、固
定
資
産

税
が
15
・
８
％
増
、た
ば
こ
税
が

８・
６
％
増
、入
湯
税
が
87
・
１
％

増
。町
税
全
体
で
は
15
・５
％
が
主

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

の
軽
減
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

歳
入
全
体
に
占
め
る
地
方
交
付

税
の
割
合
は
令
和
４
年
度
決
算
は

45
・
４
％
で
町
税
収
入
の
14
・
５
％

を
大
き
く
上
回
り
、
町
に
と
っ
て

は
欠
か
せ
な
い
財
源
で
す
。

町
税
を
は
じ
め
町
が
独
自
に
確

保
で
き
る
自
主
財
源
は
、
町
全
体

の
収
入
の
27
・
４
％
で
、
残
り
の

財
源
を
国
や
道
か
ら
の
支
出
金
な

ど
が
占
め
、
依
存
財
源
の
割
合
が

72・６
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
町
債
残
高
84
億
１
４
３
６
万
円

令
和
４
年
度
一
般
会
計
で
は
主

に
施
設
整
備
に
要
す
る
費
用
を
ま

か
な
う
た
め
、
５
億
８
６
９
５
万

円
の
町
債
を
借
入
れ
ま
し
た
。
町

債
の
償
還
額
は
９
億
７
７
８
４
万

円
で
町
債
残
高
は
令
和
３
年
度

末
の
87
億
５
９
０
６
万
円
か
ら

３
億
４
４
７
０
万
円
減
少
し
、
令

和
４
年
度
末
で
84
億
１
４
３
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

令

まちの家計簿
令和 4 年度　決算の概要

■問合せ　企画財政課財政係（☎ 74ー 3004）

　
　
和
４
年
度
も
近
年
と
同
様
に

　
　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用

し
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
前
年

よ
り
決
算
額
が
減
少
し
た
理
由
は
、

普
通
建
設
事
業
が
前
年
度
比
で

50
・
０
％
の
減
で
、
洞
爺
駅
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
整
備
事
業
や
高
度
無
線

環
境
整
備
事
業
な
ど
令
和
３
年
度

完
了
事
業
分
に
よ
る
も
の
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は
減
少
し
た
も
の

の
、
繰
越
金︵
貯
金
の
切
り
崩
し
︶
の
増

加
や
、
公
債
費︵
借
金
︶
が
多
額
で
推
移

し
て
い
る
な
ど
、
町
の
財
政
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令和4年度一般会計・特別会計 (国民健康保険・公
共下水道事業・介護保険・簡易水道事業・後期高齢者
医療 )、水道事業会計の決算が町議会で認定されました。

その他

地方譲与税

地方消費税交付金

道支出金

国庫支出金

町債

地方交付税

財産収入など

分担金・負担金

使用料・手数料

繰越金

諸収入

繰入金

自 主 財
源

81億6826万円

一 般 会 計
歳 入

対前年度 4.4％減

繰入金
2 億 3505万円（2.9％）

諸収入
9206 万円（1.1％）
繰越金
2 億 1164万円（2.6％）
使用料・手数料
２億 812万円（2.5％）

分担金・負担金
7124 万円（0.9％）

財産収入など
2 億 3927万円 (2.9%)

地方交付税
37 億 713万円（45.4％）

町債
5 億 8695万円
（7.2％）

国庫支出金
9 億 1690万円
（11.2％）

道支出金
3 億 7633万円
（4.6％）

地方消費税交付金
2 億 3653万円（2.9％）

地方譲与税
7147 万円（0.9％） 町　税

11 億 8464万円（14.5％）

2億 3505万円（2.9％）

9206万円（1.1％）

2億 3653万円（2.9％）

7147万円（0.9％）

源財
存

依

その他
3093 万円（0.4％）

3億 7633万円

地方消費税交付金
2 億 3653万円（2.9％）

収支の状況
歳入 (町に入ったお金 )
81 億 6826万円

歳出 (町が使ったお金 )
78 億 8536万円ー 2 億 8290万円＝

2 億 6597万円
が繰越金となります

次年度に必要なお金を引いて…
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令和 4年度決算の概要
　　　　まちの家計簿

コロナ対策費

給与費

公債費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

78億8536万円
対前年度 5.4％減

一 般 会 計
歳 出

議会費
5657 万円（0.7％）

総務費
7 億 2379万円（9.2％）

民生費
14 億 9982万円
（19.0％）

衛生費
6 億 8665万円
（8.7％）

労働費
320 万円
（0.0％）

農林水産業費
2 億 1079万円（2.7％）

商工費
3 億 2814万円（4.2％）

土木費
11 億 2457万円
（14.3％）

消防費
3 億 2422万円
（4.1％）

教育費
4 億 886万円
（5.2％）

公債費
9 億 7787万円
（12.4％）

給与費
11 億 5373万円
（14.6％）

7億 2379万円（9.2％）

労働費労働費
320 万円320万円
（0.0％）（0.0％）

新型コロナウイルス感染症対策費
3 億 8715万円
（4.9％）

町の財政指標

　町の経常収支比率は、全道の町村平均値 88.4％（令和 3年度決算数値）を上回っているため、さ
らなる経常経費の節減に努める必要があります。

　実質公債費比率は、自治体の収入に対する借金返済額の割合を示す比率です。当町の実質公債費比
率は 10.4％で、全道の市町村の平均値 6.9％（令和 3年度公表値）を大きく上回っています。
　数値が高い要因として有珠山災害復旧事業などに要した借り入れが大きく影響していて、今後は新
たな借入れを抑制し、借金を返済することで比率を減少していく必要があります。

実質公債費比率 （前年度比 0.2 ポイント減）は ％10.4

サラリーマンの給料に例えた場合
月給 30万円　×　90.1％

自由に使えるお金・・・2 万 9700 円

経常収支比率 （前年度比2.5ポイント増）は ％90.1
※経常収支比率は、人件費など
経常的に支出する経費に対し、
経常的な収入がどの程度含まれ
ているかを示すものです。

　町債 ( 借金 ) の残高を
　町民一人当たりの負担に例えると…

約 104万円
( 前年度比 3万円減 )
※今年 3月末住民基本台帳人口
8095人として算定

将来世代の負担
軽減に努めてい
きます

27 万 300円 が食費や家賃など毎月必要な生活費となります



区　　　　分 予算現額
歳　入 歳　出

決算額 収入率 決算額 執行率
 国民健康保険特別会計 124,733 120,735 96.8 119,936 96.2

公共下水道事業特別会計 67,401 58,786 87.2 58,030 86.1

介護保険特別会計 121,685 122,286 100.5 117,554 96.6

簡易水道事業特別会計 13,700 13,663 99.7 13,125 95.8

後期高齢者医療特別会計 17,788 17,619 99.0 16,993 95.5

収
益
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
収

入
が
2
億
４
３
２
１
万
円
︵
消
費

税
込
金
額
2
億
６
１
８
８
万
円
︶、

支
出
が
2
億
４
０
５
２
万
円
︵
消

費
税
込
金
額
2
億
４
８
５
０
万

円
︶
で
、
当
期
純
利
益
が
２
６
９

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
収

入
が
１
億
５
１
３
３
万
円
、
支
出

区　　　分 予算現額 決算額 執行率

収益的収支
収　入 26,050 26,187 100.5

支　出 26,050 24,850 95.4

資本的収支
収　入 15,681 15,133 96.5

支　出 23,779 23,149 97.3

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

令
和
4
年
度
の
１
年
間
の
歳

入
12
億
７
３
５
万
円
か
ら
歳
出

11
億
９
９
３
６
万
円
を
差
引
い
た

額
は
、７
９
９
万
円
︵
実
質
収
支
︶

と
な
り
、
令
和
５
年
度
に
繰
り
越

し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

令
和
４
年
度
の
１
年
間
の
歳
入

５
億
８
７
８
６
万
円
か
ら
歳
出

５
億
８
０
３
０
円
を
差
引
い
た
額

は
、
７
５
６
万
円
︵
実
質
収
支
︶

と
な
り
、
令
和
５
年
度
に
繰
り
越

し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

令
和
４
年
度
の
１
年
間
の
歳
入

12
億
２
２
８
６
万
円
か
ら
歳
出

11
億
７
５
５
４
万
円
を
差
引
い
た

額
は
、
４
７
３
２
万
円
︵
実
質
収

支
︶
と
な
り
、
令
和
５
年
度
に
繰

り
越
し
ま
し
た
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

令
和
４
年
度
の
１
年
間
の
歳
入

１
億
３
６
６
３
万
円
か
ら
歳
出

１
億
３
１
２
５
万
円
を
差
引
い
た

額
は
、５
３
８
万
円
︵
実
質
収
支
︶

と
な
り
、
令
和
５
年
度
に
繰
り
越

し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

令
和
４
年
度
の
１
年
間
の
歳
入

1
億
７
６
１
９
万
円
か
ら
歳
出

1
億
６
９
９
３
万
円
を
差
引
い
た

額
は
、６
２
６
万
円
︵
実
質
収
支
︶

と
な
り
、
令
和
５
年
度
に
繰
り
越

し
ま
し
た
。

が
２
億
３
１
４
９
万
円
と
な
り
、

不
足
額
８
０
１
６
万
円
は
当
該
年

度
消
費
税
や
地
方
消
費
税
資
本
的

収
支
調
整
額
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し

た
。

特
別
会
計の

状
況

水
道
事
業
会
計

の
状
況

町
有
財
産の

状
況

　基金のうち歳入不足を補てんするために使用で
きる基金の残高は、総額で 17億 1983 万円（前
年度 17億 1711万円）、積立預金の運用利息など
で前年度比 272万円増加しました。
　内訳は、財政調整基金 12億 5631 万円、減債
基金 1億 5083 万円、備荒資金組合積立金のうち
超過納付分 3億 1270万円です。

広報とうやこ　2023 年 11 月 8

（単位：万円、％）

（単位：万円、％）

※予算現額と決算額は、消費税込みの金額です。

土　　地 12,028,702㎡
  （内訳）

公の施設 2,335,498㎡
宅　　地 91,914㎡

山　　林 2,922,271㎡

保 安 林 5,485,741㎡

原　　野 910,341㎡

雑 種 地 195,121㎡
そ の 他

（農地などの地目） 87,816㎡

建　　物 148,092㎡

有価証券 8,955万円

出 資 金 2,713万円

基　　金 37億8,488万円



区　　　　　分 令和 4 年度末残高 構成比

一般公共事業債 18,262 2.2

公営住宅建設事業債 112,211 13.3

災害復旧事業債 2,369 0.3

緊急防災・減災事業債 133 0.0

全国防災事業債 976 0.1

教育・福祉施設等整備事業債 3,830 0.5

一般単独事業債 332,093 39.5

過疎対策事業債 129,423 15.4

減税補てん債 623 0.1

臨時財政対策債 240,126 28.5

臨時補てん債特例分 1,390 0.2

合　　　　　計 841,436 100.0

　
　
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

　
　
化
に
関
す
る
法
律
︵
平
成
19

年
法
律
第
94
号
︶
第
3
条
第
1
項

及
び
第
22
条
第
1
項
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
決
算
に
よ
り
算
定
し

た
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

算
定
の
結
果
、
実
質
公
債
費
比

区　　　分 令和 4 年度比率 令和 3 年度比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － － 20.00 30.00

実質公債費比率  10.4  10.6 25.0 35.0

将来負担比率 24.4 30.9 350.0 －

会　計　名 令和 4 年度比率 令和 3 年度比率 経営健全化基準

水道事業会計 － － 20.0

公共下水道事業特別会計 － － 20.0

簡易水道事業特別会計 － － 20.0

■健全化判断比率

■資金不足比率 率
は
０・
２
ポ
イ
ン
ト
減
、
将
来

負
担
比
率
は
６・
５
ポ
イ
ン
ト
減

と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
向

け
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

地方債年度末現在高

※各比率の「－」は、赤字または資金不足がないことを表しています。

※各比率の「－」は、赤字または資金不足がないことを表しています。

健全化判断比率と資金不足比率の公表
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令和 4年度決算の概要
　　　　まちの家計簿

■一般会計 （単位：万円、％）

区　　　　　分 令和 4 年度末残高 構成比

下水道事業債（特環） 7,002 3.5

下水道事業債（公共） 88,015 44..2

資本費平準化債（公共） 101,202 50.9

減収対策事業債(公共) 0 0

公営企業適用債(公共) 2,770 1.4

合　　　　　計 198,989 100.0

■公共下水道事業特別会計 （単位：万円、％）

区　　　　　分 令和 4 年度末残高 構成比

簡易水道整備事業債 38,446 97.5

減収対策事業債 0 0

公営企業適用債 980 2.5

合　　　　　計 39,426 100.0

■簡易水道事業特別会計 （単位：万円、％）

区　　　　　分 令和 4 度末残高 構成比

水道事業債 106,784 100.0

合　　　　　計 106,784 100.0

■水道事業会計 （単位：万円、％）

（単位：％）

（単位：％）

地

令和4年度
決 算



Vol.６　まちの安定のために

■問合せ　企画財政課行財政改革推進室（☎ 74-3004）

次世代に負担を残さない！

どうする？洞爺湖町！
シリーズ
行革！

シリーズ６回目のテーマは「改革ポイントの解説」です！

広報とうやこ　2023 年 11 月 10

　先月号では、今後の改革に向けたポイントをお知らせし
ましたが、その３つのポイントをさらにひも解いていきま
す。具体的にはどのような取組を進めればよいのでしょう
か。

人員をかけない業務の見直し
デジタル技術を活用→機械の力を使って業務を効率化・人の負担を軽減
施設の統合・集約化→施設をまとめ施設の運営や管理する人を効率化
事業の整理→手続きの簡素化・実施方法の見直しで業務量自体を少なく
組織の改編→関連する部署を整理して業務配分・人の配置を効率化
企業との連携→外部委託などで民間のノウハウや人材を有効に活用

適切な人員の配置
組織の重点化→重点政策や人手が必要な部署の人員配置を充実
人材の確保→計画的な職員採用を実施・会計年度任用職員単価を見直し
　　　　　　人材育成・企業との連携

まちが使えるお金の確保
１．外部からの財源調整→ふるさと納税や企業版ふるさと納税・観光入込に
　　　　　　　　　　　　よる入湯税・企業との連携
２．支出圧縮による財源確保→施設集約による維持管理・施設更新費用の削減・
　　　　　　　　　　　　　　業務見直しによる費用の圧縮
３．既存財源の確保→滞納整理の強化・減免基準の見直し・料金の改定・
　　　　　　　　　　地域経済の活性化による税収

効率的なまちの運営により、地域活性化対策に
充てられる時間とお金が増える➡

まち全体が元気になって、町民の皆さんが
安心できる幸せな暮らしを続けられる！

町民が良い暮らしを維持する
には、まちが潰れない組織体
質になる必要があります。
そのためにまちが使えるお金
を増やさないといけません。

その自主財源を増やすべく、10月の機
構改革で政策推進課を新設し、ふるさ
と納税を強化することとしました。

■次号に続く

ふるさと納税で何ができるの？



介 護 保 険 料
・徴収方法は、年金から天引きされる特別徴収、町から　
  送付される納付書で納める普通徴収があります。
・介護保険料の令和 4 年度分の収入額は約２億 905 万
  円で、収納率は 99.60% でした。

介護保険被保険者数（令和5年３月 31日現在）

・第１号被保険者数（65歳以上）　3,470 人

サービスの種類 保険給付額
居宅サービス ２億951万 8543円
訪問サービス 6618万 2702円
通所サービス 6766万 68円
短期入所サービス 390万 1879円
福祉用具・住宅改修サービス 1642万 577円
特定施設入居者生活介護サービス 1939万 1699円
居宅介護支援・介護予防支援 3596万 1618円

施設サービス 5億 1789万 9112円
地域密着型サービス 2億 1954万 4768円
その他の給付 8130万 2851円
高額介護・医療合算サービス 3293万 2822円
特定入所者介護サービス 4837万 29円

審査支払手数料 70万 8237円

計 10億 2897万 3511円
（前年度差　+3153万8474円）

■介護サービスの利用に対する保険給付費

区分 要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

計
（前年度差）

認定者数
（人） 91 76 170 110 78 79 61 665

（-5）

■要介護（支援）認定者数 （令和 5年３月 31日現在）

区分 要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

計
（前年度差）

受給者数
（人） 37 38 111 56 32 12 13 299

（+5）

■居宅介護サービス利用者数
（訪問介護、通所介護、短期入所、福祉用具貸与など）

（令和 5年２月サービス提供分）

区分 要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

計
（前年度差）

受給者数
（人） 0 0 28 20 24 11 7 90

（0）

■地域密着型介護サービス利用者数
（グループホーム、小規模特養、小規模通所介護）

（令和 5年２月サービス提供分）

区分 介護老人福祉施設
（特養）

介護老人保健
施設

介護療養型
医療施設 介護医療院 計

（前年度差）

受給者数
（人） 93 20 0 41 154

（+6）

■施設介護サービスの利用者数
（令和 5年２月サービス提供分）

　　 護保険制度は、介護が必要になった高齢者などがサー
　　 ビスを利用したときに、利用料の９割（一定以上の所
得がある人は８割、現役並みの所得がある人は７割）を保
険給付する制度です。　　　　　　　　　　　    
　保険からの給付費は、65歳以上の人が納める介護保険料
と 40歳～ 64歳までの人の医療保険に加算される介護分を
合わせて約半分、残りの約半分を国・道・町の負担金で賄っ
ています。            　　　　　 
　超高齢社会の中、町でも要支援・要介護の認定者数、介
護給付額は年々増加しています。高齢者が安心して暮らせ
るよう、社会全体で支える仕組みになっているので皆さん
の理解と協力をお願いします。
　また、保険料の負担を軽減するため、一人ひとりができ
るだけ長く健康でいることも大切です。ぜひ、日ごろから
健康管理や適度な運動を心がけましょう。

介

介護保険の負担を抑えるためには、
みんなが健康でいることが大切な
んだね！

事業の区分 費用額
介護予防・日常生活支援総合事業
（介護予防教室など） 2152万 392円

包括的支援事業
（包括の運営、生活支援体制整備など） 3302万 7530円

任意事業
（紙おむつなどの支給、適正化事業など） 88万 2168円

計 5543万 90円
（前年度差　ー63万6459円）

■地域支援事業にかかった費用
　地域支援事業は、高齢者の介護予防や介
護が必要な状態になっても自宅で生活を続
けられるように支援するための事業です。

（地域包括支援センター人件費などを含む）

令和　　年度
支え合いでいつまでも安心な暮らし

介護保険の状況
■問合せ　介護高齢課介護保険係（☎ 74-3001）

４
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のわだい
まち
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や
道
開
発
局
な
ど
に
よ
る
清
掃

　
　
活
動
「
ヨ
ゴ
サ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
道
道
２
３
０
号
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
道
開
発
局
な
ど
は
、
道
内
の

景
勝
地
な
ど
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
を

指
定
し
て
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る

「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
」
を
進

め
て
お
り
、
今
回
の
活
動
も
そ
の
取

り
組
み
の
一
環
と
な
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
火
ば
さ
み
と
ご
み
袋

を
手
に
沿
道
を
歩
い
て
捨
て
ら
れ
て

い
る
ご
み
を
拾
い
集
め
、
湖
畔
の
美

観
の
維
持
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

町内農地の成り立ちを学ぶ
道央・道南ブロック現地研修会

道道 230 号のごみを拾う参加者洞爺の農業について意見を交わす参加者

町

豊かな海を目指して
虻小3年生マツカワ稚魚放流

　
　
央
、
道
南
の
農
家
に
洞
爺
の
農

　
　
作
地
の
成
り
立
ち
や
、
財
田
米

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
道
央
・
道

南
ブ
ロ
ッ
ク
現
地
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
道
の
「
北
海
道
中
山
間
ふ

る
さ
と
・
水
と
土
保
全
対
策
事
業
」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
担
当
職
員
が
財
田
米
や
洞
爺

カ
ル
デ
ラ
を
解
説
し
た
後
、
財
田
米

ブ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
会
の
塩
田
満
委

員
長
が
講
演
。
洞
爺
地
区
の
扇
状
地

の
水
は
け
の
良
さ
と
財
田
米
の
関
連

な
ど
を
説
明
し
、
参
加
者
は
興
味
深

そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
田
小
学
校
（
横
山
慎
二
校
長
）

　
　
の
3
年
生
が
マ
ツ
カ
ワ
の
稚
魚

を
、
浜
町
の
前
浜
か
ら
放
流
し
ま
し

た
。こ

の
放
流
は
、
胆
振
総
合
振
興
局

主
催
の
第
42
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
の
一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。児

童
は
、「
マ
ツ
カ
ワ
は
2
年
後

に
放
流
場
所
に
戻
っ
て
く
る
」
と
習

性
を
教
わ
っ
た
後
、
体
長
約
5
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
マ
ツ
カ
ワ
を
、
か
ご

を
使
っ
て
放
流
し
ま
し
た
。

虻

９
5

地元の農産物を知る
とうや小5年生稲刈り体験

　
　
う
や
小
学
校（
山
下
文
人
校
長
）

　
　
の
5
年
生
が
、
財
田
地
区
に
あ

る
塩
田
満
さ
ん
の
水
田
で
、
稲
刈
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
に
、
地
元
の
農
産
物
へ

の
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
総
合
的
な
学
習
と
し
て
実
施

し
、
今
年
5
月
に
行
っ
た
田
植
え
体

験
に
続
く
学
習
で
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
に
乗

り
込
ん
で
の
収
穫
体
験
や
、
昔
な
が

ら
の
鎌
を
使
っ
て
の
収
穫
体
験
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

と

コンバインに乗り込み収穫体験をする児童

景勝地を望む道路を美しく
ヨゴサンキャンペーン26

8
30
8

7
９

かごからマツカワを放流する児童

道
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
ジ
ア
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選
手
権
大

　
　
会
が
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
ほ
か
モ
ン

ゴ
ル
や
イ
ラ
ン
な
ど
か
ら
約
１
８
０

人
が
出
場
。
競
技
用
ウ
ェ
ア
を
着
用

す
る
「
エ
ク
イ
ッ
プ
」
と
、
着
用
し

な
い
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
２
種
目
で

階
級
別
に
争
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
力
を
振
り
絞
っ
て

バ
ー
ベ
ル
を
持
ち
上
げ
、
記
録
を
競

い
ま
し
た
。
中
に
は
３
０
０
㌔
以
上

の
バ
ー
ベ
ル
を
持
ち
上
げ
る
選
手
も

現
れ
、会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

町内の景観維持に貢献
北紘建設に感謝状

力を込めてバーベルを上げる選手感謝状を受け取った河島専務取締役 ( 中 )、高橋勝彦
土木部工事課長 ( 右 ) と下道町長

ふるさと納税で町に寄付
マテックに感謝状

　
　
内
の
清
掃
活
動
に
尽
力
し
た
北

　
　
紘
建
設
（
笹
山
智
市
代
表
取
締

役
）
に
町
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。同

社
は
８
月
、
地
域
貢
献
の
一
環

と
し
て
、
洞
爺
高
台
地
区
の
側
溝
に

た
ま
っ
た
土
砂
の
除
去
作
業
と
大
磯

漁
港
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

下
道
町
長
は
「
厳
し
い
暑
さ
の

中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。
感
謝
状
を

受
け
取
っ
た
河
島
修
専
務
取
締
役
は

「
今
後
も
町
の
力
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
業
版
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用

　
　
し
て
町
に
寄
付
を
行
っ
た
帯
広

市
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
「
マ
テ
ッ
ク
」

（
杉
山
博
康
代
表
取
締
役
）
に
対
し
、

町
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

同
社
は
、
10
年
以
上
に
渡
っ
て
町

内
の
小
型
家
電
の
回
収
事
業
を
継
続

し
て
お
り
、
今
回
の
寄
付
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た

田
中
克
宜
執
行
役
員
取
締
役
事
務
長

は
「
今
後
も
継
続
し
て
町
を
応
援
し

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
下
道

町
長
は
「
子
育
て
政
策
の
充
実
に
役

立
て
ま
す
」と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

企

９

町

感謝状を受け取った田中執行役員取締役事務長 ( 右 ) と
下道町長

９
22

ア
14
９ 国内外の力自慢が集結

アジアベンチプレス選手権

勝利を目指して駆け引き
フロアカーリング交流会

　
　
イ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
洞
爺

　
　
湖
（
青
木
佐
智
子
代
表
）
の
フ

ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
交
流
会
が
、
あ
ぶ

た
母
と
子
の
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

25
人
が
参
加
し
、
５
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。
フ
ロ

ア
カ
ー
リ
ン
グ
は
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」

を
狙
っ
て
自
チ
ー
ム
の
「
フ
ロ
ッ

カ
ー
」
を
投
げ
、
相
手
チ
ー
ム
よ
り

近
づ
け
る
と
点
を
得
ら
れ
る
ル
ー

ル
。
参
加
者
は
、
相
手
の
フ
ロ
ッ

カ
ー
を
う
ま
く
避
け
ら
れ
る
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
気
を
付
け
、
得
点

を
競
っ
て
い
ま
し
た
。

ウ

９
26

高得点を狙ってフロッカーを投げる参加者

28
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暮
ら
し お知らせ

information

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

国
民
年
金
か
ら

交
流
サ
イ
ト
を
悪
用
し
た

振
込
詐
欺
に
ご
注
意
！

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

お
よ
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令

和
５
年
１
月
か
ら
令
和
５
年
12
月

ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全

額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
の
保
険

料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま

れ
ま
す
。
自
分
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
家
族︵
配
偶
者
や
子
な
ど
︶

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保

険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き

に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら「
社
会
保
険
料︵
国
民
年
金

保
険
料
︶
控
除
証
明
書
」
が
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申
告
書

提
出
の
と
き
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
に
は
、
翌

年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予

定
で
す
。

■
問
合
せ

室
蘭
年
金
事
務
所

︵
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
︶
／
住
民
税
務

課
住
民
・
戸
籍
年
金
係︵
☎
74

－

3
0
0
2
︶

道
内
で
は
、
投
資
名
目
に
よ

る
振
込
詐
欺
被
害
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
、
交
流
サ
イ
ト

︵
以
下
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︶の
投
資
勧
誘
の
投

稿
に
興
味
を
も
っ
た
50
代
女
性
が

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、

別
の
ア
プ
リ
を
取
り
込
む
よ
う
指

示
さ
れ
、
計
２
７
０
０
万
円
を
だ

ま
し
と
ら
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る
投
資
名
目
の

投
稿
に
は
安
易
に
「
い
い
ね
」
を

し
た
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

送
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係
︵
☎
74

－

３
０
０
５
︶

被
害
者
支
援
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う

伊
達
警
察
署
か
ら

行

政

【
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
「
＃

８
１
０
３（
ハ
ー
ト
さ
ん
）」の
周

知
】わ

い
せ
つ
被
害
や
痴
漢
に
悩
ん

で
い
る
人
は
、
性
犯
罪
被
害
相
談

電
話
「
＃
８
１
０
３︵
ハ
ー
ト
さ

ん
︶」に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
道
内

か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
発
信
さ

れ
た
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
本
部

︵
方
面
本
部
︶の
性
犯
罪
被
害
相
談

窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
冬
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
】

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

・
運
動
期
間

11
月
13
日
︵
月
︶

~
11
月
22
日
︵
水
︶

・
運
動
重
点

１
.
子
供
、
高
齢
者
を
始
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
確
保

２
.
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
と
全
席

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

３
.
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
問
合
せ

伊
達
警
察
署
︵
☎
22

－

０
１
１
０
︶

「
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
て
、
寒
さ
対
策
も
お
忘

れ
な
く
」

室
蘭
地
方
気
象
台

地
域
防
災
係

長

上
田

崇
裕

今
年
は
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
か
ら
５
年
、
北
海
道
南
西
沖
地

震
か
ら
３
０
年
、
関
東
大
震
災
か

ら
１
０
０
年
と
な
る
な
ど
、
過
去

の
地
震
災
害
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
今
後
に
備
え
る
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
、

道
内
全
域
で
大
規
模
停
電
が
発
生

し
、
断
水
が
起
こ
っ
て
飲
食
が
困

難
に
な
り
、
携
帯
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
く
、
連
絡
や
情
報
入
手
が

困
難
に
な
っ
た
ほ
か
、
交
通
機
関

が
運
休
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し

た
。
ま
た
、
厚
真
町
を
中
心
に
大

規
模
な
斜
面
崩
壊
が
起
こ
り
、
多

く
の
死
傷
者
が
出
た
ほ
か
、
厚
真

町
の
火
力
発
電
所
、
室
蘭
市
の
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
施
設
の
火
災
、

登
別
市
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
な

ど
で
多
数
の
住
宅
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地

震
に
対
し
て
、
み
な
さ
ん
は
日
頃

か
ら
ど
う
い
う
備
え
を
し
て
い
ま

す
か
。
水
や
食
料
の
備
蓄
、
非
常

時
の
持
ち
出
し
品
の
準
備
、
家
の

中
や
職
場
で
家
具
な
ど
が
倒
れ
て

こ
な
い
よ
う
に
、
耐
震
固
定
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
地
震
が
発
生

し
た
時
の
連
絡
手
段
や
集
合
場
所

に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
で

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。ま

た
、
冬
季
に
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
防
寒
具
や
手
袋

な
ど
の
防
寒
グ
ッ
ズ
を
ま
と
め
て

お
き
、
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ポ
ー

タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
や
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
な
ど
、
電
気
が
な
く
て
も
使

え
る
暖
房
器
具
も
準
備
し
て
お
く

と
安
心
で
す
。

ロ
ン
グ
バ
ー
ジ
ョ
ン

を掲載しませんか広告に
　町では、広報とうやこに民間の企業や自営業の人
の広告を掲載することで地域経済の活性化を図るた
め、広告を募集しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きは、問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

とうやこ

国
税
に
関
す
る
質
問
、
相
談
が

あ
る
場
合
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ︵
Ｈ
Ｐ
︶の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
で
解
決
し

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

の
ご
案
内
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今年は、北海道胆振東部地震から５年、北海道南西
沖地震から30年、関東大震災から100年となるなど、
過去の地震災害を振り返るとともに、今後に備える取
組みが行われています。
　北海道胆振東部地震では、道内全域で大規模停電が
発生し、断水が起こって飲食が困難になり、携帯電話
がつながりにくく、連絡や情報入手が困難になったほ
か、交通機関が運休するなど、私たちの日常生活に大
きな影響が出ました。また、厚真町を中心に大規模な
斜面崩壊が起こり、多くの死傷者が出たほか、厚真町
の火力発電所、室蘭市の石油コンビナート施設の火災、
登別市、安平町、むかわ町などで多数の住宅被害が発

生しました。
　いつ起こるか分からない地震に対して、みなさんは
日頃からどういう備えをしていますか。水や食料の備
蓄、非常時の持ち出し品の準備、家の中や職場で家具
などが倒れてこないように、耐震固定をしておきま
しょう。地震が発生した時の連絡手段や集合場所につ
いて、あらかじめ家族で話し合っておくことも大切で
す。
また、冬季に地震が発生した場合に備え、防寒具や

手袋などの防寒グッズをまとめておき、いつでも持ち
出せるようにしておきましょう。ポータブルストーブ
や使い捨てカイロなど、電気がなくても使える暖房器
具も準備しておくと安心です。
■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

気象台からの
お知らせ

いつ起こるかわからない災害に
備えて寒さ対策もお忘れなく

「北海道水資源の保全に関する条例」に基づく事前届出について
この条例は、水資源の保全に関する施策を総合的に

推進し、本堂の豊かな水資源がもたらす恩恵を現在と
将来の世代が享受できるよう、道民の総意として制定
したものであり、水資源保全地域に指定された区域内
で土地取引行為を行う場合は、土地の権利者は、契約
締結の３カ月前までに知事へ届出が必要です。

【届出先】
・各総合振興局、振興局地域創生部地域政策課
・権限移譲市町村（稚内市、北斗市、倶知安町、上富良
野町、下川町、枝幸町、厚真町、むかわ町）

【問合せ先】
北海道総合政策部計画局土地水対策課資源保全係
☎ 0142－204－5178

北海道または権限移譲市町村 ②水資源保全指針
などに沿って助言

①売買前に届出
　（３カ月）

土地所有者
（売主） 買主

水資源保全地域

③助言内容を伝達

➡

な
い
場
合
に
は
、
11
月
１
日
か
ら

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
を
か

け
、
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
す

る
内
容
の
番
号
を
選
択
す
る
と
国

税
庁
の
職
員
が
応
対
し
ま
す
。

■
国
税
庁
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０

－

00

－

５
９
０
１

■
問
合
せ

室
蘭
税
務
署︵
☎

０
１
４
３

－

22

－

４
４
０
３
︶

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の

ご
案
内

高
校
、
大
学
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
子
ど

も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

を
固
定
金
利︵
年
１・
95
％)

で
利

用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の

み
の
返
済
に
で
き
ま
す
。

■
返
済
期
間

18
年
以
内

■
融
資
の
使
途

入
学
金
、
授
業

料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
の
敷
金・
家
賃
な
ど

■
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返

済■
問
合
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー︵
☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６
︶

※指定地域は、地域を管轄する道総合振興局・
振興局、道のホームページで確認できます。
ホームぺージはＱＲコードからご覧できます。
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募

集

ことうや
大規模災害が発生すると、物流がストップし、食料品
や生活用品などが手に入りにくくなります。
　平成30年９月に発生した胆振東部地震に伴うブラッ
クアウトでは、１週間程度、食料品の品薄や欠品が多い
状態が続きました。
　いつ発生するかわからない災害に備えるためには、家

No.32

ご家庭での備え
について

庭で普段から食べている物や、使っている物を少し多め
に購入しておき、それらを備蓄品として最低でも３日間
できれば１週間分程度の備えを蓄えることが効果的とさ
れています。
　もしもの時のために、ご家庭で備えている備蓄品の点
検や準備を行いましょう。

【水】
　飲料水として１人当たり１日１㍑が必要です。調理な
どに仕様する水を含めると３㍑程度あれば安心です。

【カセットコンロ・カセットボンベ】
　食品を温めたり、簡単な調理に必要です。

【米】
　 ２㌔の米が１袋あると、水と熱源があれば約27食分
（１食＝0.5合＝75㌘とした場合）になります。
【缶詰】
　調理が不要でそのまま食べられる物を選ぶと便利です。

相

談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日

時

11
月
18
日︵
土
︶、
12

月
16
日︵
土
︶
９
時
30
分
~
12
時

■
場

所

ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部︵
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
河
合
︶
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係︵
☎
74

－

３
０
０
２
︶

地
方
税
に
関
す
る
手
続
は

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

地
方
税
の
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
を
利
用
す
れ
ば
、

郵
送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く

申
告
・
届
出
・
納
税
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
法
人
税
、
市
町
村

民
税
な
ど
の
申
告
も
可
能
で
、
無

料
の
利
用
者
用
ソ
フ
ト
で
申
告
書

を
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

胆
振
総
合
振
興
局

課
税
課（
☎
０
１
４
３

－

24

－

９
５
７
９
）

「ごはんのおとも」講習会のお知らせ
財田米のおいしい炊き方や、地元食材を使った「ごは

んのおとも」の作り方を実演し、財田米の認知度向上や
地産地消の拡大につなげる講習会を開催します。
　講師には、今年から洞爺湖温泉地区で和食店「湖の膳
舎なかむら」を開業した中村悠佑さんを招きます。
　詳細については、今月の回覧も合わせてご覧くださ
い。

■日　時　　12月10日（日）11時～13時※受付10時45分～
■場　所　　洞爺財田自然体験ハウス
■参加費　　無料
■申し込み　11月27日締切（定員10人）
　　　　　　（農業振興課農業振興係☎82－5111）
■問合せ　　（農業振興課農業振興係☎82－5111　
担当：村上、中川）

自
衛
官
募
集

一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補

生
、
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
種
目

①
第
５
回
自
衛
官

候
補
生
②
第
３
回
一
般
曹
候
補
生

③
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

■
受
験
資
格

①
②
18
歳
以
上
33

歳
未
満
③
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子

■
受
付
期
間

①
12
月
８
日（
金
）

ま
で
②
11
月
30
日（
木
）ま
で
③
令

和
６
年
１
月
５
日（
金
）ま
で

■
試
験
期
日

①
12
月
16
日︵
土
︶

17
日︵
日
︶②
12
月
９
日︵
土
︶~
12

月
15
日︵
金
︶③
令
和
６
年
１
月
13

日︵
土
︶14
日︵
日
︶※
①
~
③
と
も

期
日
中
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ

防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

︵
☎
０
１
４
３
︱
44
︱
９
５
３
３
︶
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無
料
法
律
相
談
会
開
催

金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。定
員︵
３

人
︶に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日

時

①
11
月
16
日︵
木
︶

②
12
月
７
日︵
木
︶
13
時
30
分
~

15
時

■
場

所

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担

当

①
池
田
翔
一
弁
護
士

︵
池
田
翔
一
法
律
事
務
所
︶
②
菊

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

<

寄
付
物
品>

▽
坂
井
千
枝
さ
ん︵
温
３
区
︶

▽
沼
田
盛
昭
さ
ん︵
泉
区
︶

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん︵
入
４
区
︶

▽
山
根
美
千
代
さ
ん︵
虻
６
区
︶

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故藤生静子さん
■９月16日死去■103歳■遺族は美佐男さん■泉区

故今進さん
■８月19日死去■90歳■遺族はチヨミさん■青２区

故石垣紀昭さん
■９月４日死去■79歳■遺族は照子さん■泉区

故長谷川秀夫さん
■９月13日死去■88歳■遺族はトシさん■入４区

故中村春江さん
■９月15日死去■96歳■遺族は一明さん■清水

９月20日から 10月 19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

▽
矢
野
孝
典
さ
ん︵
虻
７
区
︶

▽
教
育
委
員
会
管
理
課︵
学
校
教

育
係
︶

▽
ふ
る
さ
と
の
丘
総
合
福
祉
間

▽
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
松
よ
し

▽
旭
団
地
一
同

▽
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
荘

▽
立
泉
寺

▽
睦
会

菊
好
き
の
母
の
季
節
の
巡
り
く
る

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
風

蝦
夷
富
士
の
頂
染
め
る
初
紅
葉

　
　
　
川
上
智
恵
　
　
　

気
が
付
け
ば
見
慣
れ
し
山
は
初
紅
葉

亀
倉
千
鶴
子
　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会

10
月
定
例
会

亡
き
友
の
在
り
し
日
偲
ぶ
初
紅
葉

千
葉
征
子

寄

付

故今村照義さん
■９月21日死去■89歳■遺族は知恵さん■虻５区

地
俊
邦
弁
護
士︵
北
海
道
み
ら
い

法
律
事
務
所
︶

■
問
合
せ

住
民
税
務
課
住

民
・
戸
籍
年
金
係︵
☎
74

－

３
０
０
２
︶

働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
働
き
た
い
人
に
向

け
た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。

そ
の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日

時

12
月
14
日（
木
）
13

時
30
分
~
15
時
30
分

■
場

所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対

象

お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内

容

就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ

む
ろ
ら
ん
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
１
４
３

－
50
－
６
１
８
６
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

洞
爺
湖
消
防
団
長
に

　
　
矢
野
克
典
氏
就
任

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
洞
爺
湖

消
防
団
の
矢
野
克
典
氏
が
、
10
月

１
日
付
で
消
防
団
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

矢
野
消
防
団
長
は
就
任
に
当
た

小
鳥
来
る
双
眼
鏡
と
万
華
鏡

　
　
　
長
曾
我
部
弓
子
　
　
　

秋
雲
を
く
づ
し
起
重
機
没
日
吊
る

　
　
　
矢
野
智
子
　
　
　

故眞屋弘さん
■10月５日死去■94歳■遺族は土肥和子さん■入４区

故三浦憲二さん
■９月21日死去■53歳■遺族は政美さん■入４区

故黒木正利さん
■９月22日死去■90歳■遺族は和子さん■清水

故矢野英男さん
■９月23日死去■93歳■遺族は知子さん■虻５区

故鈴木ヒデさん
■９月28日死去■97歳■遺族は千恵子さん■青２区

故大西アサ子さん
■10月８日死去■74歳■遺族は富男さん■虻４区

故小林房子さん
■10月14日死去■88歳■遺族は日輝さん■青１区

り「
団
員
が
一

丸
と
な
っ
て
消

防
活
動
に
力
を

尽
く
し
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。
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　　年、気候変動を背景とする異常気象が世界各地で
　　発生し、国内でも大雨、台風などによる被害、農作
物や生態系への影響が出ており、今後も豪雨や猛暑のリ
スクが高まることが予測されています。
　このため、国内でも地球温暖化・脱炭素社会に向けて
対策が急速に進められており、洞爺湖町でも今年 1月に

「洞爺湖町ゼロカーボンシティ宣言」を行い、２０５０
年の脱炭素社会を目指していくこととしましたが、その
実現のためには町民の皆さんの理解と協力が不可欠とな
ります。
　今月号から数回にわたり、地球温暖化・脱炭素をテー
マにお知らせしていきたいと思います。

最初のテーマは「地球温暖化」です！

　　球は、太陽によって温められ、余分な熱が宇宙に放出
　　されることで、生物が生きていく上で、ほどよい温度
である平均約15℃に保たれています。
　宇宙へ放出される熱の一部は、二酸化炭素（CO2）や
水蒸気などの温室効果ガスなどの働きにより地球にとどま
ります。もし、大気中に温室効果ガスが全くない場合、地
球の平均温度は約マイナス19℃になるといわれています。
　このように、温室効果ガスは、本来生物が生きるために

必要不可欠なものです。しかし、現在は二酸化炭素をはじ
めとする温室効果ガスがかなり増加したため、地球にとど
まる熱が多くなり、平均気温が上昇しています。このこと
を「地球温暖化」と呼んでいます。
※温室効果ガスとは、大気中に含まれる二酸化炭素、メタ
ン、一酸化二窒素、フロンガスの総称で、太陽や地表から
の熱を吸収する性質があります。

　　ぜ、二酸化炭素が増えたのでしょうか。
　　それは、産業革命以降、人口が増えたことに加え、石
油や石炭などの化石燃料が大量に消費されてきたからで
す。化石燃料が消費 (燃焼 ) されると、中に含まれていた
炭素が、二酸化炭素として大気中に排出されます。
　私たちの暮らしの中でも、多くの二酸化炭素を排出し続
けています。2019年度には、1年間に 1世帯当たり約

4㌧の二酸化炭素が排出され、約30％が照明・家電製品か
ら、約26％が自動車から、約16％が暖房から排出されて
います。
　このように、色々なことに電気を使い、自動車 (エコカー
を除く )に乗ることで、私たちの暮らしは便利になりまし
たが、同時に、地球温暖化が進む原因の一つでもあると言
えます。

近

地

な

みんなで目指そう！
洞爺湖町の脱炭素社会

■問合せ　産業振興課ゼロカーボン推進係（☎ 74-3005）

次回のテーマは「脱炭素」についてです
次回に続く！

地球温暖化って？

二酸化炭素が増えたワケ
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　問合せ　健康福祉課 （☎ 76-4006）

さわやかだより

　大腸がんは 50 歳を過ぎた頃から急増し、年齢を重
ねるごとにリスクが高くなります。また、近年では若
年齢化が進み、40 歳代も増加する傾向があります。
　既住歴としては、卵巣・子宮・乳房のがんになった
ことがある人もリスクが高くなります。大腸ポリープ
を持っている人も要注意といえます。大腸ポリープ自

体は良性の腫瘍ですが、一部、がん化することがある
からです。
　このほか大腸がん全体の 5％程度と少ないものの、
親や兄弟などの近親者の中に大腸がんにかかったこと
のある人がいる場合、遺伝性の大腸がんになるケース
もあります。

発症リスクは「年齢」「既住歴」「遺伝」により異なります

大腸がんををを予防しましょう！

　大腸がんの初期は目立った自覚症状がほとんどないため、定期的な検診が欠かせません。さらに、腹部や肛門、
便の状態に日頃から気を配っておけば、変化に気付きやすくなります。もし何か症状を感じた場合は、医療機関
を受診することが大切です。

・腹痛
・貧血
・腹部の張り
・体重減少

こんな症状が出たら医療機関を受診しましょう

・腹痛

こんな症状は要注意 対　　象：30 歳以上（医療機関で受診される場
　　　　　合は 40 歳以上）
受診間隔：1 年に 1 回
検査項目：問診、便潜血検査（便の中に血が混じ
　　　　　っているかどうか確認する検査です）
※詳細につきましては、検診前に届く案内をご覧
ください。

大腸がん検診の内容

胃がん
40 歳～

大腸がん
40 歳～

肺がん
40 歳～

乳がん
40 歳～

子宮がん
20 歳～

特定健診
40 歳～

洞
爺
湖
町

洞爺協会病院
☎ 74-2555 ● ● ● ●
洞爺温泉病院
☎ 87-2311 ● ● ● ●
石田内科胃腸科
☎ 76-3838 ● ●
洞爺ファミリークリニック
☎ 76-3239 ●
ひじり在宅クリニック
☎ 76-4838 ● ●
峰村内科クリニック
☎ 76-1515 ● ●

伊
達
市

伊達赤十字病院
☎ 23-2211 ● ● ● ● ● ●
川口内科クリニック
☎ 22-1512 ● ● ●
小熊内科クリニック
☎ 21-5566 ● ●
末永内科クリニック
☎ 22-6622 ● ●
野村内科循環器科
☎ 21-3700 ● ● ●

料
金

国民健康保険加入者、後期
高齢者医療加入者、町民税
非課税世帯・生活保護世帯
は無料です

3,200 円 1,300 円 1,200 円 2,800 円 2,000 円 受診券
必要

検診項目
対象年齢医療機関

（電話番号）

　大腸がんの初期は目立った自覚症状がほとんどないため、定期的な検診が欠かせません。さらに、腹部や肛門、

・便に血が混じる（血便）
・肛門から血が出る（肛門出血）
・下痢と便秘を繰り返す
・便が細くなった
・便が残る感じがする

≪個別検診≫
※医療機関によって、受診できる内容・料金が異なります。必ず医療機関に連絡の上、予約して受診してください。

発症リスクは「年齢」「既住歴」「遺伝」により異なります

かつては「まれな病気」だった大腸がんは、ここ40
～50年、発症率・死亡率ともに増加しており、今後も
増え続けるだろうと予測されています。
　こうした背景には高齢者人口の増加に加え、ストレ

ス、睡眠・運動の不足、肥満といった現代人のライフ
スタイルや、肉や脂肪分の多い欧米化した食生活も関
係していると考えられています。

≪集団検診≫
※大腸がん検診以外も同時に
実施します。
★特定健診・介護予防健診、
胃・大腸・肺・前立腺がん検診、
肝炎ウイルス検診・エキノコッ
クス症健診・ピロリ菌検査・
風疹抗体検査
会 場：健康福祉センター（令和
６年２月７日（水）・８日（木））、
洞爺ふれ愛センター（令和６年
２月９日（金））
★乳・子宮・大腸がん検診
会 場：健康福祉センター（令和
６年１月25日（木））、洞爺ふれ
愛センター（令和６年１月26日

（金））
※事前予約制です。詳細につ
きましては、健診の前々月あ
るいは前月の回覧にてお知ら
せいたします。



から家書読 の
あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 20分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）
［時間］9時～ 17時              ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　 ［休館日］なし
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︶
▽
お
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に
き
た
︵
田
中
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也
︶

最前線！レスキュー隊
命を守る！レスキューの仕事（1）
教育画劇
　命をどう救うか。日々考え、鍛錬を
重ねるレスキューの人と仕事に迫る。
資器材や車両に凝らされた工夫、最新
の科学技術や社会との連携、活躍の様
子や成り立ち、国際協力や感染症対策
まで豊富な写真で紹介するシリーズ。
（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　11 月のおはなし会
■日　時 ①11月6日（月）、20日（月）10時～
11時30分②11月17日 (金 )14時～15時30分
■場　所 ①あぶた母と子の館②あぶた読書の家
キッズタイム
■日　時 11 月 25日（土）10時～ 11時
■場　所 あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時　11月 20日 ( 月 )14 時 30分～
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本 (☎ 76-2613)

vol.66

今月の
リポーター
西村遥奈さん

　
　
域
お
こ
し
協
力
隊
で
は
西

　
　

胆
振
で
の
交
流
会
が
あ

り
、
周
辺
地
域
の
隊
員
の
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
起
業

を
さ
れ
て
い
る
方
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
の
場
を
作
ら
れ

て
い
る
方
、
様
々
な
方
に
お
会

い
し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
さ

れ
て
い
る
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
改
め
て
、
洞
爺

湖
町
は
豊
か
な
自
然
や
作
物
、

お
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感

じ
、
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
発
処
理
水
の
海

洋
放
出
に
よ
り
、
水
産
物
の
買

い
控
え
や
海
外
販
路
の
停
止
な

ど
が
見
込
ま
れ
、
洞
爺
湖
町
に

も
大
き
な
影
響
が
与
え
ら
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
納
税
関
係
で
は
漁
港
の

写
真
撮
影
や
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
の
テ
レ
ビ
の
取
材
対

応
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ふ

る
さ
と
納
税
の
業
務
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
中
で
洞
爺
湖
町

は
海
や
山
に
囲
ま
れ
て
い
て
、

多
く
の
魅
力
の
あ
る
特
産
品
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
業

務
の
中
で
事
業
者
様
の
お
店
へ

お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

特
産
品
を
町
外
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
今
後
の
イ

ベ
ン
ト
の
出
展
や
交
流
会
な
ど

に
て
、
広
告
や
情
報
発
信
の
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
冬
に
な
っ
て
き
ま

す
が
、
洞
爺
湖
町
の
自
然
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て

知
り
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地

今月の
１冊
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ゆ
う
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
フ
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ス
テ
ィ
バ
ル
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76
第

回

清
水
友
愛
の
里
特
設
会
場
で
９

月
30
日
、
第
14
回
ゆ
う
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
４
年
振

り
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
は
、
法

人
創
立
40
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
皆
さ
ん
に
さ
さ
や
か
で
は
あ
り

ま
す
が
、赤
飯
を
提
供
し
ま
し
た
。

準
備
段
階
で
は
雨
が
降
っ
て
し

ま
い
、
前
日
準
備
の
際
も
会
場
内

が
ぬ
か
る
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
開

催
日
の
天
候
も
は
っ
き
り
し
な
い

た
め
不
安
を
募
ら
せ
、
当
日
に
雨

が
降
ら
な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら

準
備
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
願
い

が
通
じ
た
の
か
、
当
日
は
肌
寒
い

気
温
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
候
は

最
後
ま
で
晴
れ
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
利

用
者
が
緊
張
し
た
様
子
で
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
小
熊
社

「
風
雅
」
の
琴
の
演
奏
を
行
い
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
利
用
者
も

参
加
で
き
る
曲
も
あ
り
、
激
し
い

動
き
や
複
雑
な
ス
テ
ッ
プ
が
無
く

参
加
し
や
す
く
、
た
く
さ
ん
の
方

が
参
加
し
て
皆
さ
ん
思
い
思
い
に

踊
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
に
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
行

い
、
歌
い
た
い
と
挙
手
し
て
参
加

さ
れ
る
方
も
多
く
、
ま
た
、
観
客

側
に
は
手
作
り
う
ち
わ
を
持
つ
人

や
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
人
も
い

て
、
ス
テ
ー
ジ
前
は
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
の
よ
う
に
大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

食
事
で
は
、
き
つ
ね
そ
ば
、
赤

飯
、地
鶏
の
炭
火
焼︵
柚
子
胡
椒
︶、

豚
串
、
枝
豆
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー

ル
を
提
供
し
ま
し
た
。
き
つ
ね
そ

ば
は
例
年
同
様
お
い
し
い
そ
ば
と

な
っ
て
お
り
、
大
揚
げ
は
短
冊
切

り
で
、
食
べ
や
す
く
工
夫
し
て
用

意
し
ま
し
た
。

法
人
創
立
40
周
年
記
念
の
赤
飯

は
、
小
豆
甘
納
豆
入
り
で
給
食
委

託
業
者
で
あ
る
富
士
産
業
に
手
作

り
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
鶏
の

炭
火
焼
は
網
の
上
で
焼
い
て
炙

り
、
シ
ン
プ
ル
に
塩
コ
シ
ョ
ウ
の

味
付
け
だ
け
で
も
と
て
も
美
味
し

い
で
す
が
、
柚
子
胡
椒
を
付
け
る

と
ま
た
違
っ
た
美
味
し
さ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

豚
串
は
無
菌
豚
を
使
用
し
て
お

り
、
洞
爺
湖
町
内
の
精
肉
店
で

１
本
ず
つ
手
刺
し
し
て
も
ら
い
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
美
味
し
く
今
年
も

大
好
評
で
し
た
。

露
店
で
は
、
祭
り
の
定
番
で
あ

る
「
射
的
」
と
景
品
を
狙
っ
て
釣

り
上
げ
る
「
景
品
釣
り
」
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
欲
し
い
景
品

を
真
剣
な
表
情
で
狙
い
、
た
く
さ

ん
の
景
品
が
当
た
る
と
嬉
し
そ
う

に
自
身
の
景
品
を
見
せ
合
っ
て
い

る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
景
品

も
担
当
者
が
参
加
者
の
こ
と
を
考

え
て
用
意
し
て
お
り
、
と
て
も
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
内
容
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

即
売
会
で
は
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー

あ
す
な
ろ
の
パ
ン
、
デ
イ
セ
ン

タ
ー
い
ち
ば
ん
ぼ
し
の
回
収
袋

︵
新
聞
用
︶、
野
菜
保
存
袋
、
ペ
ー

パ
ー
バ
ッ
ク
、
サ
ー
ビ
ス
袋
、
ア

ク
リ
ル
た
わ
し
な
ど
の
販
売
を
行

い
、
あ
す
な
ろ
の
パ
ン
は
す
ぐ
に

売
り
切
れ
て
し
ま
い
、
大
盛
況
で

し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
の
た
め
、
例
年
よ
り

短
い
時
間
で
の
開
催
と
な
り
、
久

し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
ゆ
う
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
緊
張
や
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
者
や
参

加
者
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
や
、
真

剣
な
眼
差
し
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
参

加
し
て
も
ら
っ
た
洞
爺
湖
町
議
会

議
長
、
洞
爺
湖
町
教
育
委
員
会
教

育
長
、
他
多
数
の
来
賓
の
皆
さ
ん

に
は
、
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず

足
を
運
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
に
つ

い
て
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
洞
爺

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
家
族
の
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
ご
力
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ゆ
う
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

今
後
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
毎
年

新
し
い
企
画
を
考
え
、
実
施
し
て

い
き
ま
す
の
で
来
年
も
来
て
も
ら

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
︵
総
合
司
会
Ｔ
・
Ｔ
︶

射的を楽しむ参加者

様々な料理が振舞われた食事コーナー
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　当時の人々が暮らしたムラの跡や、何を食べてい
たか、どのような文化だったのかがわかる品々がた
くさん見つかっている、貴重な遺跡です。
　この２つのユネスコ遺産を共に守り、後世に伝え
る活動を進めていくため、令和５年10月、観光振興
課内に「世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室」が
誕生しました。
　洞爺湖が誕生した約11万年前から縄文時代を経
て現代へと続く、洞爺湖町の大地の記憶が刻まれた
２つの遺産は、町の大きな魅力です。保全・保護と同
時に、教育活動に活用しながら観光振興へとつなが
るよう、活動していきます。

洞爺湖町には、２つのユネスコ遺産があります。１
つは、「洞爺湖有珠山ジオパーク」です。2009 年に洞
爺湖町と伊達市・壮瞥町・豊浦町の１市３町全域が、
日本初の「世界ジオパーク」に認定されました。
　巨大なカルデラ噴火によってできた洞爺湖や活火
山である有珠山のほか、地域で取り組む減災教育な
どが国際的に高く評価されています。
　そして、もう１つのユネスコ遺産が、2021 年に世
界文化遺産に登録された「北海道・北東北の縄文遺
跡群」です。この世界遺産に洞爺湖町から「入江貝塚」
と「高砂貝塚」の２つが選ばれました。
　入江貝塚と高砂貝塚は、今から約５千年から３千
年前に作られた、縄文時代の貝塚です。

入江貝塚

洞爺湖有珠山ジオパーク

世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室 誕生 !

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つのユネスコ遺産

English ver

Jomon Prehistoric Sites 
in Northern Japan

■問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室
　　　　　（☎ 82-3663）

世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」では、デジタル
スタンプラリーを開催中です。
　北海道にある７か所の遺跡で、それぞれ異なったデザイン
のデジタルスタンプが獲得できます。
　洞爺湖町では「入江貝塚公園」や「入江・高砂貝塚館」で
GETできますので、ぜひ遺跡を訪れてみてください！

縄文世界遺産デジタルスタンプラリー開催中！

■期間
10月13日～2024年1月31日

デジタル
スタンプラリー
特設サイト



12 日（火）
脳トレサロン
10：00～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

13日（水）

保育所開放
10：00～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

げんきクラブ
　  13：30～ 15：00
ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

14日（木）

脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

げんきクラブ
13：30～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

15日（金）

洞爺地区健康相談
9：30～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

16日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

20 日（水）
保育所開放
10：00～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

21日（木）

脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

コグニの集い
13：30～ 14：30
洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

22日（金）

保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

乳児健診
12：30～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

25日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

10月 19日（木）
～11月30日（木）

石井千晶銅版画展「風の記憶」

tomoni art 展

11月16日（木）

脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

げんきクラブ
13：30～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

無料法律相談会

11月17日（金）

洞爺地区健康相談
9：30～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

18日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

22 日（水）
保育所開放
10：00～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

24日（金）
保育所開放
　  10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

26日（日） オリジナルリース作り

27 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

29日（水）
保育所開放
10：00～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

30日（木）

脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

1.6 歳児、3 歳児健診
12：30～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

12月1日（金）
保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

4日（月）
フッ素塗布
13：00～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

5日（火）
子育てセミナー⑥
10：00～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

6日（水）
保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

7日（木）

脳の健康教室
9：45～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

8 日（金）
保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

9日（土）
ピノキオの会クリスマス会
13：30～
母と子の館（☎ 76-2613 ＜ピノキオの会＞）

11日（月）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
11：15～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

フッ素塗布
13：00～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

時
所

時
所

時
所

ｐ 17詳

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ｐ 17詳

洞爺湖芸術館からのお知らせ
■開館時間　９時 30分～ 17時（受付は 16時 30分まで）
■冬季休館　12月１日（金）～令和 6年３月 31日（日）※ 11
月 30日（木）17時で今年度の開館期間を終了します。来年
度の開館予定は 4月からです。
秋特別展　石井千晶銅版画展「風の記憶」
■日　程　10月 19日（木）～ 11月 30日（木）
tomoni art 展
■日　程　10 月 19日（木）～ 11月 30日（木）
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）／WEB　http://
www.geijutukan.net/

時
所

時
所

時
所
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オリジナルリース作り
■日　時　11月 26日（日）10時～ 12時
※申込締切は 11月 25日（土）17時まで
■場　所　洞爺湖ビジターセンター
■対　象　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
■定　員　15人まで（申込順）
■参加費　一人 300円
■持ち物　汚れてもいい服装、飲み物、リースに使いたい小
物（あれば）など
■問合せ　洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999 担当：永井）時

所

ピックアップイベント詳
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行
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令
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年
11
月
10
日

通

巻

第
212
号

広
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や
こ

　
　
刊
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

　
　
は
、
湖
と
共
に
暮
ら
す
人
た

ち
の
つ
な
が
り
で
し
た
。
湖
畔
の

暮
ら
し
の
魅
力
を
伝
え
る
タ
ブ
ロ

イ
ド
版
の
全
８
㌻
に
は
、
洞
爺
湖

の
今
を
伝
え
る
熱
意
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。

レ
イ
ク
タ
イ
ム
ズ
を
構
想
し
た

の
は
レ
ー
ク
ヒ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
を

支
え
る
塩
野
谷
通
さ
ん
。
以
前

「
洞
爺
の
魅
力
は
人
で
あ
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
冊
子
を
制
作

し
ま
し
た
。
増
刷
を
重
ね
る
な
ど

好
評
で
し
た
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

スポットライト

Spotlight

東奔西走

で
洞
爺
湖
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る

媒
体
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

初
版
か
ら
今
に
至
る
10
年
の
間

に
は
、
湖
畔
に
移
り
住
む
人
た
ち

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
様
々
な
技

術
や
経
験
を
持
つ
個
性
派
も
多

く
、
塩
野
谷
さ
ん
の
構
想
を
実
現

で
き
る
人
材
が
集
ま
り
ま
し
た
。

取
材
は
、
出
版
社
に
勤
め
、
現

在
は
洞
爺
地
区
で
書
店
「
た
ま
た

ま
書
店
」
を
経
営
す
る
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
編
集
者
森
髙
ま
き
さ
ん

が
、
紙
面
の
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア

ウ
ト
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
「
d
r
o
p
a
r
o
u
n
d
」

︵
ド
ロ
ッ
プ

ア
ラ
ウ
ン
ド
︶
を

運
営
す
る
青
山
剛
士
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
担
当
。
８
月
に
発
刊
し
た
第

１
号
は
こ
だ
わ
り
の
企
画
を
詰
め

込
み
ま
し
た
。

「
ど
こ
か
ら
見
た
洞
爺
湖
が
好

き
で
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

特
集
で
は
、
取
材
中
に
出
会
っ
た

人
々
お
気
に
入
り
の
景
観
を
地
域

や
世
代
の
垣
根
を
越
え
て
紹
介
。

森
髙
さ
ん
は
「
答
え
て
く
れ
た
人

が
み
ん
な
温
か
っ
た
で
す
。
読
ん

で
気
に
な
っ
た
人
は
ぜ
ひ
直
接
訪

れ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
。
支

笏
洞
爺
国
立
公
園
を
語
る
対
談
で

は
、
国
立
公
園
の
在
り
方
や
洞
爺

湖
の
環
境
保
全
の
問
題
に
つ
い
て

率
直
な
意
見
を
伝
え
ま
し
た
。
青

山
さ
ん
は
「
洞
爺
湖
の
良
い
と
こ

ろ
だ
け
で
は
な
い
課
題
に
も
触
れ

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

塩
野
谷
さ
ん
は
「
地
域
全
体
で

洞
爺
湖
の
未
来
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、

レ
イ
ク
タ
イ
ム
ズ
の
役
割
を
語
り

ま
す
。
湖
の
魅
力
を
引
き
出
す
今

後
の
紙
面
も
注
目
を
集
め
そ
う
で

す
。
レ
イ
ク
タ
イ
ム
ズ
は
と
う
や

水
の
駅
な
ど
で
無
料
配
布
中
。

profi le
森髙まき（写真右）　長崎県出身。洞爺地
区在住。趣味はキノコ採り。29歳。
塩野谷通(同中)　花和地区出身で現在も
在住。趣味はイベント開催。43歳。
青山剛士（同左）　札幌出身。洞爺地区在
住。趣味は本作り。45歳。
レイクタイムズ編集部員を募集中。問合
せは toyakopress@gmail.com まで。

洞爺湖の「今」を伝える

ＬＡＫＥ ＴＩＭＥＳ
創

　　功労表彰などを受賞された方の撮影に伺った10月の第４週
　　は、一気に冷え込みが進んで羊蹄山も雪化粧。油断して薄着を
していたため、凍えながらの取材となってしまいました。今年は暖
冬との予想もありますが、風邪にはしっかり気を付けます。（Ｄ.Ｙ）
　　が洞爺湖町役場に入庁してから半年が過ぎました。上司や町
　　民のみなさんと関わる際、未だに「なぜこんなに優しくして
くれるのか」と驚きます。まだまだ未熟なのにも関わらず分け隔
てなく接してくれるみなさんに、心が暖かくなります。（Ｙ .Ａ）

町

私

洞
爺
発
の
新
聞
発
刊

地
域
を
越
え
て
届
け
る
湖
畔
の
人
々
の
声

フロアカーリング交流会

ワンショット今月の

レ　イ　ク タ　イ　ム　ズ




